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１ はじめに

福島県の主力品種で会津地域を中心に作付けさ

れているソバ「会津のかおり」について、2015年産

から適用された改正農産物検査規格に対応するため

の栽培方法を検討した。新たな検査基準が外観形質

重視から子実の充実度の指標となる容積重重視に改

正されたことで、これまで未熟粒として下位等級に

されていた早期収穫(早刈り)についての適否を検討

して、その適応性を確認した。また、容積重の向上

を図るための耕種法を検討して、有効な播種時期を

確認した。

２ 試験方法

試験期間は2016～2018年の3か年で、早期収穫(早

刈り)の適応性確認は2016年、容積重の向上を図る

耕種法の検討は2017、2018年に実施した。試験場所

は福島県農業総合センター会津地研究所内普通畑、

耕種概要は表1のとおりである。

３ 試験結果及び考察

(1)早期収穫(早刈り)

会津地域における通常の収穫時期は、開花盛期40

日後(10月中旬)以降で、これより早い開花盛期20日

後、30日後に収穫して、収量と容積重を調査した。

栽培方法は、会津地域における一般的な耕種法とし、

栽培管理上から播種様式を条播とした。

開花盛期20日後(黒化率57～66%)と、開花盛期30

日後(同86～88%)に収穫した各収量は、開花盛期40

日後に比べて、施肥レベルに関わらず大きな減収は

みられなかった(6.4～7.0kg/a、図1)。また、容積

重も同等以上であった(607～636g/L､図2)。

(2)容積重の向上を図る耕種法

播種時期、窒素施肥法(基肥・追肥の違い及び施

用量)、播種様式の条件をかえて(表2)、容積重を調

査した。

会津地域における播種適期である8月上旬～中旬

において、8月上旬播種と8月中旬播種に生育量や容

積重に大きな違いはみられなかった(600～632ｇ/L、

図3)、しかし、2017年の株当たり子実重では、8月

上旬播種が8月中旬播種より優る傾向もみられるこ

とから(図4)、会津地域では、8月上旬がより安定収

量を期待できる播種期である。

窒素施肥法の違い、栽培様式の違いによる容積重

の差は判然としなかった。

４ まとめ

(1)早期収穫(早刈り)

早期収穫(早刈り)は、通常の収穫時期と同等の収

量と容積重が確保された。また、ルチン含量は黒化

率が50～100%までは数値が上がるにつれて漸減する

傾向があり 1)、その利点が確認されている。｢会津の

かおり｣は、黒化率70～80%を収穫適期の目安として

いるが、会津地域では黒化率100%以降で収穫が行わ

れ刈遅れの傾向にある。早期収穫(早刈り)の適応性

が確認できたことから、刈遅れの一つの対策として

有効であると考えられる。

(2)容積重向上の耕種法

会津地域の秋ソバ生産は、8月中旬播種に比べ、

8月上旬播種することで容積重の向上が図られたが、

窒素施肥法、播種様式の違いによる容積重の向上は

判然としなかった。また、新たな検査基準では、い

ずれも2等級であった。1等級を確保するためには、

さらに土壌条件等の検討が必要である。
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表1 耕種概要

2016年
播種日 8月4日
播種量 0.3kg/a
施肥量 少肥区N:0.2-P2O5:0.4-K2O:0.4
(kg/a) 多肥区N:0.6-P2O5:0.4-K2O:0.4
播種様式 条播(条間70cm)
区の構成 1区35㎡2反復

2017,2018年
播種日 2017年8月3日,8月10日

2018年8月1日,8月10日
播種量 0.3kg/a
施肥量 基肥N:0.3～0.1*-P2O5:0.4-K2O:0.4
(kg/a) 追肥N:0～0.2*
播種様式 2017年条播,密条播(条間30cm)

2018年密条播
区の構成 2017年条播1区35㎡,密条播1区27㎡各

3反復
2018年1区35㎡3反復

*基肥N:0.3～0.1,追肥N:0～0.2の詳細は表2による

図１ 収穫時期と収量、黒化率の推移(2016年)

*1)総窒素量0.2kg *2)同左0.6kg/10a

調査方法)脱穀･風選後､丸目篩4.2～5.5mmで調製

図２ 収穫時期と容積重の推移(2016年)

*1)､2)､調査方法)は､図1に同じ
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表2 区の構成(2017,2018年)

播種時期の違い 8月上旬,8月中旬

窒素施肥法の違い 基肥 追肥*

(kg/a) 0.3 -

0.2 0.1

0.1 0.2

*着蕾期

播種様式の違い 条播(条間70cm),

密条播(条間30cm)

図３ 成熟期の生育量と容積重との関係
*1)草丈(cm)×茎葉重(風乾重g/本）
各播種日は､図4に同じ

調査方法)脱穀･風選後､丸目篩4.2～5.5mmで調製
8月上旬播種､8月中旬播種とも､開花盛期
40日以後の黒化率100%で収穫し調査(収
穫日2017年10月25日､2018年10月17日)

図４ 同一播種期平均子実重
各総施肥窒素量0.3kg/ａ

*1)2017年8月3日､2018年8月1日

*2)2017年8月10日､2018年8月10日

調査方法)図３に同じ

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6

8月上旬*1) 8月中旬*2）

2017年 2018年

播種期

子

実

重

ｇ

/

株

580

600

620

640

30 80 130 180
成熟期の生育量*1)

2017年8月上旬播種 2017年8月中旬播種

2018年8月上旬播種 2018年8月中旬播種

容

積

重

ｇ

/L

東 北 農 業 研 究　  第  72  号  （2019）

－ 32 －

えおあいうえお


	空白ページ



